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営磐炭田上遠野・黒田盆地両地区における爽擬層の層準にづいて
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　　The　each　coa1－bearing　formation　in　the　Kadono　and　Kurodaワbasin　districts、has　been

correlated　to　the　Iwakl　coa1－bearing　formation，main　coa1－bearing　formation　in　tlle　J6bap

coaHield。　But　coal　in　t：he　both　districts　is　inferior　than　the　Iwaki　coa】in　qualityプand　the

ethology　of　their　formations　is　di妊erent　from　that　of　the　typical　Iwaki　format圭on．

　　The　authors　found・a　Miocene　molluscan　fauna　from　the　both　coal－bearing　formations．

Moreo▽er，they　ascertai箪ed　that　the　stratigraphical，relation　between　their－formations　and

the　so・called“the　Goyasu　formation”in　the　bot血dlstricts　is　conformable　in　succession

and　transitiona1圭n　rock　facie寧。　The　beds　of　the　cQal』bearing筆ormation　are　tuffaceous，and

their　litho】ogical　character　is　similar　to　that　of　the　Goyasu　formatlon　in　other　distri¢ts．

　　Accordingly，the　cool－bearing　formations　in　the　both　districts　are　corlelated　to　the
Iower　part　of、the8Goyasu　format1on，Miocene　in　age．

1．1ましがき

　常磐炭田は，それぞれ西北西一東南東の方向の大断層

によつて通常3つの地区に分けられている。その南部の

地区，すなわち湯ノ岳断層以南のいわゆる「多賀地区」

において，東西方向に走る山田断層以北の地域には，山

丈70～300cmの炭層が2～3層発達していて，植田炭砿

・東海炭砿・大昭炭砿（i坑）などで稼行されている。こ

の地域の石炭は，常磐炭田の他の地域のものに比べて著

しく劣質で，灰分9～15％，発熱量4，400～4，90σcal．

を示すにすぎない。

　この地域においては，渡辺久吉（1934）の調査によると

・石城來炭層を五安層を基底とする湯長谷層群が不整合に

直接被覆し，植田炭砿附近から北部は漸次湯長谷層群が

覆蔽して，，基盤に直接している・その後，植田房雄ら、

（1947MS）は上遠野・入遠野地区を精査し，この來炭層

を含む白水層群は，その含有化石から考えて最下部中新

二統であると述べている。

　三田正一・小島光夫らはかねがね，上遠野・黒田盆地

両地区の石炭が劣質であり，またその爽炭層中の含有化

＊燃料部

聯元所員

石の構成が，他地区の石城來炭層のものと著レく異つ七

いることなどから，両地区の爽炭層を石城來炭層に対比

することに多大の疑問をもつていた・最近，筆者らはこ

の地域の來炭層と従来の丁五安層」との関係を再検討し

た結果，“この爽炭層は白水層群のものではなく，湯長

谷層群のものである”との確信を得るに至つたので，と

りあえずその大要を概報し，詳細はいずれ古生物学的研

究と炭質調査との完了をまつて敢めて報告したい。

2．両地区における爽炭暦と

　その含有化石について

両地区における爽炭層は，その層相および炭層状態が

他の地域のものと著しく異づている。

　したがつて，常磐炭田が各ブロックによつて堆積区を

異にするという1例にしばしば引用されていた。すなわ

ち爽炭層は基底部を除いては，主として泓泥岩と砂岩か

らなり，これらは著しく凝灰質註1）であることが特徴的

である。

植田房雄らの資料をもとにL筆者らの観察を加えると「

上遠野地区における爽炭層の層序は下位から次の通り、で

　註1）現在までに得られた筆者らの資料によれば，石城衣炭層の撚泥’

　　岩・砂岩は凝茨質ではねい。
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上遠野・黒田盆地・両地区の爽炭層産貝化石表
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常磐如上遠野・黒田盆地両地欧縛る蝦厨嘱準について（三旺』他5名）
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第2圖　常磐炭田上還野附近地質圖
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地質調査所月報（第5巻第31号）

ある。

　（1）基底礫岩および砂岩部

　（2）下部爽炭部

　（3）上部來炭部

　（4）砂岩部

3～20m
20m
20m
50’》60m’

稼行可能炭層は，下部爽炭部の下部に1層，上部爽炭

部の下半部粥2層ある々ミ，それら各炭層の上位の淡褐色

凝灰質游泥岩には，多数の海旗および非海凄貝化石が含

有され，最上位の砂岩部にもしばしば海櫻貝化石が含ま

れている。爽炭部および砂岩部の中の灘泥岩からは，

C・吻渉・吻勿」鰍陥翻伽％zNA脳．・惚厩卿切θ一

汐o初6σ（ENDQ）・Eg初s6魏卿sp．・Z万osか”ssp・などの

植物化石が産出する。

　黒田盆地地区における來炭層は，上遠野地区のものと

その層相および岩相が全く似七おり，海撰貝化石を多産

する。両地区において筆者らが採集し得た標本のうち，

現在までに同定できたものは別表の通りである。

　以上述べたように，両地区の來炭層は擬灰質堆積物を

挾み，他の地区の石城爽炭層とはその岩相や層相が異な

つている。加えるに，その古動物群の組成は現在の新隼

代に関する知識から考えれば，ほとんど中新世の中～初

期を示し，かつ非海棲のものを除いては暖海・内湾性の

要素のみからなつている。しかるに，白水層群の古動物

群は寒流性を示し，かつ本邦の漸新世後期を代表するも

ので，この両地区の古動物群とは全く異なつている。L

たがつて，上遠野・黒田盆地両地区における薮炭層は，

中新統下部と考える方が要当である。

3．上遠野地区における來炭暦と

　　「五安砂岩層」との関係

　　　徳永重康・渡辺久吉・植田房雄らの調査によつて，上

・　　遠野地区の含炭層とその上位の五安層とは不整合とされ

　　ていだ。しかるに筆者らの調査によれば，両者は全く整

　　合に漸移している。

　　　すなわち先に述べた砂岩部の最上部り粗～中粗砂岩の

　　上位に，pebble～cobbleからなる2～8mの礫岩層を

　　有し，その上位はふたたび粗一中粒の砂岩となり，いわ

　　ゆる五安砂岩特有の雲母質で帯青原～淡青色を呈する粗

　　’一細粒砂岩の厚層となる。従来，この礫岩層が五安層の

　　基底とみなされていたので昂るが，上に述べたように，

　　この礫岩層は下位層から漸移し，不整合とは考えられな

い。例えば，この関係は上遠野村滝東方や上山田北東方

などにおいて明らかに認められる（第2図）。

　さて，・従来までに知られた各地区の五安層の層相を検

討すると・多くの地区において・その下部嗜褐炭～炭質

頁岩を伴う凝灰質灘泥岩辱砂岩からなる部分註2）が認め

られ，双葉地区の一部には流紋岩流またはその凝灰岩を’

挾んでいる。そして，これらのme即ber．の上位に厚薄

の変化はあるが，礫岩層がかならず重なり，それから上

位は次第に典型的な五安砂岩になつている。

　したがつて，上遠野地区において従来「五安層」の基底

’とし七取扱われてきたものは，ζの五安層中の中位め礫

岩層に相当するものと考えられる。

4．むすび
上述の古生物学的および層序学的資料を考え合せると1

上遠野・黒田盆地両地区の來炭層は，従来考えられてい

たような白水層群めものではなく，明らかに五安層「ド部

にあたるものである。

　そもそも，五安層中の炭層は他の地域においては，い

ずれも4，000’》4，500kcal／kg申外0褐炭で，1炭丈も薄

く現在わずかに久ノ浜町附近において小規模に稼行され

ているにすぎない。しかるに，この両地域においてのみ

どうしてこのように発達したかとい．うことが，今後の1

課題となるであろう。また，山田断層を境1にして，北部

は画然と南部にある白永層群を欠き，基盤岩に湯長谷層

群が直接するということは，常磐炭田の基盤蓮動と堆積

蓮動との関連性を考える上に，大きな問題を提起するも

のであり，ことに山田断層の蓮動時期およびその機構に，

ついて再考しなければならない。

　さらにまた，湯ノ岳断層域南とくに上釜戸を中心とす．

る区域において，五安層の下位に伏在すると予想される

石城來炭層の分布の北の限界（第1図右上隅の小枠参照）

や，炭層の賦存状態をきわめることは経済上重要であ

る。

　最後に，貝化石の同定については本所の水野篤行技宮

をわずらわした・記して謝意を表する・

　　　　　　　　　　（昭和28年5月調査）

　誰2）　この部分は五安膠（Goyasu　formation）の1memberとし

　　て取級うことが望ましいo現在までの資料によれぱ，このmem－

　　berは湯本地旺の串うな堆積盆地の中央部には見出されてセ’な
　　い。このことは，このmembe士がいずれも堆積盆地の辺絡部，

　　あるいは入り込んだ所にしか堆積しなかgたものカ’もしれない。
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